	
	



	MS-WordによるDPSWS原稿の準備方法

	

	情報太郎1,a)　　処理花子1　学会次郎1,†1,b)

	

	本稿は,マルチメディア通信と分散処理ワークショップ(DPSWS) に投稿する原稿を執筆する際のフォーマット及び注意点を記したものである．本稿も投稿フォーマットに従って執筆されているため，投稿原稿を執筆される際には，本稿を雛形にして執筆することができる．執筆要領の詳細については，情報処理学会論文誌の原稿執筆要領を参照してほしい．


1. 投稿フォーマットについて *【*の文字書式「隠し文字」】 
　マルチメディア通信と分散処理ワークショップ(DPSWS) に投稿する論文をMS-Wordを利用して作成する場合には、本稿が雛形になっているので，これを拡張して執筆していただきたい．本稿は情報処理学会論文誌の執筆フォーマットから，ヘッダー，フッター，英文タイトル，英文著者名，及び英文アブストラクトを削除したものである．論文の体裁の詳細については，情報処理学会論文誌（IPSJ Journal）原稿執筆案内1)を参照されたい．
　これらスタイルファイルについて,情報処理学会に問い 合わせることはしないこととする.DPSWS としても論文スタイルに対するサポートは行わないが，不備や不明な点等により問い合わせが必要である場合には DPSWS の問い合わせ窓口に連絡していただきたい．
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